
個々の企業のニーズに合わせて
IESE教授陣と協働して開発するオリジナル・プログラム
グローバル企業における課題解決と革新的経営リーダー育成のために

プログラム概要

企業の変革は、そこで働く人から始まります。そのため、このプログラムは参加者全員に対し、

個人として、またプロフェッショナルとしての成長を促すと共に、

組織全体にも学習効果のインパクトが波及するよう、

最新の行動学習理論から導き出された手法が組み合わされて設計されています。

また、オーダーメイドという特徴を活かし、パートナー企業が抱える課題解決に向けた戦略的優先事項をもとに、

内容や期間、場所など、ゼロからプログラムを設計します。

開発にあたってはIESEの教授陣が初期段階から入り込み、

全社的な変革をもたらせるよう柔軟にプログラムを設計します。

個別企業の経営課題や組織開発の目標に応じ、

オーダーメイドでデザイン・提供されるプログラム。

Transformation starts from within

Custom 
Programs



● 主なプログラム・メリット　
・ 戦略的課題や組織開発の目標に合わせて、IESEの教授と専門スタッフが「コンサルタント」として
    ゼロから設計した幹部研修プログラムに参加できる。

・ 参加者の思考や行動に変革が起こり、組織全体における変革の持続的なモメンタムを得ることができる。

・ 世界中から参加者が集まるので、会社内の枠組みを超えたグローバルな一つのチームができ、
    ミッションやバリューの浸透、ビジネスにおけるシナジーの機会を増やすことができる。

開催時期：随時

開催都市： IESEキャンパス（世界5都市）
提携スクール（世界15校以上）
パートナー企業が指定する場所など
＊ご相談の上決定します

IESEビジネススクール 東京オフィス
企業研修・エグゼクティブ教育プログラム担当
加賀谷 順一
〒106-6149 東京都港区 六本木6－10－1 
六本木ヒルズ森タワー 49F
（アカデミーヒルズ内）私書箱124号
TEL :  090-4418-1835
EMAIL :  JKagaya@iese.edu

WEB :  https://blog.iese.edu/ japan/

プログラムの最新情報（英語）
https://executiveeducation.iese.edu

お問い合わせ先

プログラム開発のプロセス
このプログラムは、パートナー企業とともに「コラボレーティブ・アプローチ」という、以下の５段階を経て開発されます。

Phase 1  Define : 定義づける
パートナー企業のステークホルダー・インタビューを通じ、戦略的課題を深く理解し、組織開発・人材育成のニーズを再確認します。

Phase 2  Dream : 将来像を描く
何をどう変えたいのか？プログラムに求められる成果と、未来の組織のかたち、リーダー像を共に議論します。

Phase 3  Design : プログラムを設計する
IESEの教授陣と協働で学習プランを立案し、目標達成に必要な要素や最適なツールを決定します。
必要に応じてケースを執筆したり、独自のワークショップをデザインします。

Phase 4  Delivery : プログラムを提供・実施する
パートナー企業のミッション、価値観、企業文化に沿いながら、戦略的課題に取り組み、
参加者一人一人のリーダーシップも涵養する、インパクトの高い学習体験を提供します。

Phase 5  Debrief : プログラムを振り返る
参加者からのフィードバックをもとに、プログラムを振り返り、将来の改善点などを検討します。

● 授業スタイル
・ Learning Anytime, Anywhere
    参加者の成長を最大化させるための、最新の学習手法「オムニラーニング・アプローチ」を採用。
    教室以外でも、日々の生活や業務から得られる気づきや学びを成長の機会とすることができます。

・ The Case Method 
    説得力ある分析力、批判的思考力、意思決定力を高めるため、ビジネスの実例に基づく「ケース・スタディ」を用います。

・ Learning by Doing 
    自分の限界や日々のビジネスでの視野を広げるため、チーム単位の体験学習、ワークショップ、プロジェクト、
    シミュレーション、ロールプレイ、ゲームを積極的に活用します。

詳しいプログラム内容や価格は東京オフィスまでお問い合わせください。
参加にあたっては日本語を含む多言語での通訳やコーチの手配も可能です。




